
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芸術の秋到来！ 

11/8（月）～11/12（金）の期間、秋ふく祭（作品展示会）が開催されました。コロナ禍の影響でふくスポが

中止となってしまい、代わりに何かできないかとの思いから秋ふく祭の活動が始まりました。 

事業所ごとに「秋」をテーマに作成した共同作品部門ではメンバーと職員が協力して仕上げた作品が並びまし

た。皆さん金賞を目指し、アイデアを出し合い素敵な作品に仕上がりました。 

個人作品では絵画や写真、書道、折り紙など様々な個性溢れるたくさんの作品が展示されました。創作活動が

好きな方や、初めて挑戦した方など思い思いに取り組まれていました。 

共同作品部門金賞！！ 

かのん 
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to be free 

WE’RE GONNA HAVE A REAL GOOD TIME TOGETHER 

今後も、仲間同士の交流が出来る企画を継続して

いきたいと考えていますので、一緒に盛り上げて

行きましょう！ 

※今回展示された作品は復康会ホームページへ

掲載されますので、ぜひご覧ください。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆめワーク 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟまごころ 

かのん 

コーポ狩野 
コーポ狩野では毎週木曜日・土曜日 

に夕食会を行っており、スタッフと入居者が一緒に調理をし

ています。カレーは大人気で必ず月１回は作っているメニュ

ーです。今回のカレーは男性入居者と『チキンカレー』を作

りました。カレーにはきのこや野菜を多く入れ、食物繊維が

多く取れるように心掛けています。なぜか、調理する人が違

うと味が違うのです。今回も美味しく出来ました。 

（大嶽 哲也） 

 

 

クオーレでは秋の味覚サツマイモを使った季節限定商品の

販売がスタートしました。季節限定プリンの中でも 1.2 を

争うほど人気の『おさつプリン』。サツマイモのホクホク感

が存分に味わえる『スイートポテト』。サツマイモの甘さを

感じることができる『おさつのミルクレープ』。 

直接来店が難しい方は、ネットでも販売をしておりますの

で、是非そちらからお買い求めください。 （上柳 光） 

当法人では毎年この時期、社会復帰事業部にて沼津市立看護

専門学校２年生の実習を受け入れています。コロナ禍の影響も

あり、今回は ZOOMを使用した遠隔実習を行いました。 

各事業所の説明に加え、「メンバーの一週間に密着取材」と

題し、某利用者さんの協力を得て、日々の生活ぶりを写真等で

紹介することができました。学生さんからは「地域での生活の

様子が良く理解できました」と好評でした。私たちにとっても

貴重な体験となりましたが、来年からはまた通常の事業所実習

が行えることを願っています。       （青木 大輔） 

11/19（金）、沼津市の我入道自治会館で開催された「町

の駅我入道」でお弁当の販売を行いました。この地域は買

物施設が少ないため、特に高齢者に向けた移動販売を定期

的に行っています。かのんは久しぶりの参加でしたが、お

弁当や惣菜は完売。前回同様に沢山のお客さんが来られ、

2 個も 3 個も買って下さった方もいました。販売を行った

メンバーも「大変だったけど楽しかったです」と話し、ま

た次の開催があれば参加したいです！！    （本田 幸江） 

 

 

 

 

 

（ 氏名 ） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほっと 

みなさま、表紙の「秋ふく祭２０２１」の作品は楽しんでいただけましたか？これを契機に 

「何か創作したい！」と思う方がいらっしゃれば、僕らも嬉しく思います。 

実行委員会の会議、当日の来館対応など、アートプロジェクトの委員としてやるべきことがありました。

通常業務とは違う面白さを味わうと当時に、不慣れで右往左往したところもありました。 

チームプレイとは何か…と試行錯誤した 1年になりました。 

（なかせピアスタッフ 石川・山崎） 

 

なかせ 

ひまり 
11／16（火）に三島市生涯学習センターにて三島市手をつなぐ育

成会主催の知的・発達障がい分野における 8050問題に関する研修

が行われ、ひまりも参加しました。この問題の発端は生まれたとき

にいかに福祉に繋がれるか、5020のときに、社会にいかに繋がれ

るか、そこを逃すと 8050の問題になってしまう。その入り口であ

る相談支援がいかに大切か。そこで福祉に安心して繋がれる存在に

ならなければいけないことを講師の先生がとても熱く語られてい

ました。とても身の引き締まる内容の研修でした。 

                              （畠山 玲奈） 

 

 

 

 

（ 氏名 ） 

16日(火)、高次脳機能障害者支援従事者研修に参加させて頂きました。

前半は高次脳機能障害の基礎知識について講義を聞き、後半は事例検

討のグループワークを行いました。 

後半のグループワークでは、社会復帰のためにリハビリが必要だった

り、年齢や原因疾患によっては介護分野も関係してきたりと、精神分

野に重なるだけではなく幅広い職種からの支援を取り入れることも

重要だと感じました。今回、各分野での関り方について学ぶことがで

き、より広い視野で支援を考えていきたいと思いました。 

             （伊藤 悠美子） 

いとう 

10/19(火) 富士市障害者自立支援協議会・研修部会主催によ

る『チーム支援 zoom連続講座』1回目に参加しました。支援者 

の 3年未満の離職率が高く、チームが機能すれば離職率も減る 

のではないかと、講師である自閉症者地域生活支援センター 

なないろ加藤所長より、実践されている 15分カンファレンス等

具体的な取り組みの紹介があり、とても参考になりました。又、

他機関と協働して支援をする際に、共通の指標を持つことがで

きているかと振り返る機会にもなりました。  （田尻 ゆき） 



社会復帰事業部施設ＭＡＰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年もあと 1 か月となりました。国内ではコロナ対策も徐々に緩和され、街に人が戻って年末の華や

かさと賑やかさが取り戻されつつあるようです。来年はコロナが終息に向かい、明るい展望が見える

年になるよう願います。 

ふくむすび編集部 

 


